
平平成30年3月期 第1四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

平成29年8月9日

上場会社名 株式会社 キタムラ 上場取引所 東

コード番号 2719 URL http://www.kitamura.co.jp

代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 浜田　宏幸

問合せ先責任者 （役職名） 常務執行役員管理部長 （氏名） 菅原　孝行 TEL 045-476-0777

四半期報告書提出予定日 平成29年8月14日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

（百万円未満切捨て）

1. 平成30年3月期第1四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第1四半期 29,877 △6.9 △1,180 ― △1,153 ― △1,119 ―

29年3月期第1四半期 32,076 △7.6 △1,714 ― △1,661 ― △1,862 ―

（注）包括利益 30年3月期第1四半期　　△1,033百万円 （―％） 29年3月期第1四半期　　△1,951百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第1四半期 △59.27 ―

29年3月期第1四半期 △104.09 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第1四半期 67,611 18,028 26.5 857.66

29年3月期 70,304 17,137 24.2 951.79

（参考）自己資本 30年3月期第1四半期 17,920百万円 29年3月期 17,031百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00

30年3月期 ―

30年3月期（予想） 0.00 ― 20.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 138,000 △2.4 1,550 ― 1,800 ― 700 ― 34.33

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

（注）１．当連結グループの売上高は、第３四半期連結会計期間に写真つき年賀状等のプリント商品を主力商品として拡大販売していることから下半期に偏重し

　　　　　ており、上半期の業績予測が極めて困難な状況にあります。したがいまして、通期のみの業績予想とさせていただきます。

　　　２．１株当たり当期純利益につきましては、平成29年６月１日を払込期日とする第三者割当増資による株式発行数（3,000,000株）を含めた、予定期中平均

　　　　　発行済株式数により算出しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

　（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特
有の会計処理の適用）」をご覧下さい。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期1Q 20,918,252 株 29年3月期 17,918,252 株

② 期末自己株式数 30年3月期1Q 24,079 株 29年3月期 23,986 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期1Q 18,883,216 株 29年3月期1Q 17,894,266 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。
また、実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。業績予想に関する事項については、添付資料３ページ「１．当四半期決
算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善傾向は続く一方で、米国政権の政策動向

や、世界的な地政学的リスクの高まり等の懸念により、依然として先行き不透明な状況となっています。個人消費につ

いては、依然として足踏み状態が続いており、景気の先行きは不透明な状況が続いております。 

 このような経営環境のなか、当社グループは、事業の長期的な成長を重視し、既存商品の市場が縮小する中でも利益

が確保できる損益構造を確立するとともに、今後も収益と成長が見込める分野に経営資源を振り向けていく事業構造改

革を推進してまいりました。 

 実施した施策は、以下のとおりです。

①立地環境の変化に合わせた店舗の統合・再配置を推進し、退店は、「カメラのキタムラ」21店、「スタジオマリ

オ」２店の合計23店となり、出店は、「スタジオマリオ」１店、「Apple正規サービスプロバイダ認定店」１店

の、合計２店となりました。平成29年２月14日に発表しました事業構造改革における店舗の閉鎖は、平成30年３月

期までの129店舗の計画に対して、平成29年６月末までに104店舗を閉鎖しました。

②「モバイル事業部」を新設しました。写真の専門性、モバイル販売の専門性を共に高め、また事業部別の採算管理

徹底と、収益力向上を進めています。

③店舗閉鎖による固定費削減と、適正な人員配置と効率的な店舗オペレーション、販促施策の見直し等による費用削

減を進めており、当第１四半期連結累計期間において、販売費及び一般管理費は前年同期から1,062百万円の減少

となりました。

 

 この結果、当第１四半期連結累計期間において当社グループの実績は、売上高は29,877百万円（前年同期比6.9％

減）となりました。店舗販売セグメントの戦略的店舗閉鎖による売上減少により、減収となりました。利益面では事業

構造改革による販売費及び一般管理費の削減が進んでいることにより、営業損失1,180百万円（前年同期は1,714百万円

の営業損失)、経常損失1,153百万円（前年同期は1,661百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は

1,119百万円（前年同期は1,862百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、文中の各セグメントの売上高は、セグメント間の内部売上高を

含んでおりません。

（店舗販売）

 事業構造改革による店舗の戦略的な閉鎖にともない売上高が減少したものの、経費の削減が進んでいることにより

利益が改善しました。

 この結果、当第１四半期連結累計期間での売上高は26,235百万円（前年同期比8.1％減）となり、668百万円のセグ

メント損失（前年同期は1,412百万円のセグメント損失）となりました。

 

（レンタル） 

 販売用の音楽ソフト、ＣＤレンタル、ＤＶＤレンタルが減少したものの、販売用の映像ソフト、コミックレンタ

ル、ゲームハードの販売が堅調に推移しました。また、移転や増床の効果により書籍、文房具、雑貨の売上高が増加

しました。しかしながら、増床したことによる経費の増加により利益が減少しました。

 この結果、当第１四半期連結累計期間での売上高は1,235百万円(前年同期比3.0％増）となり、18百万円のセグメ

ント損失(前年同期は30百万円のセグメント利益）となりました。

 

（服飾卸販売） 

 主力商品である「ＯＵＴＤＯＯＲ ＰＲＯＤＵＣＴＳ」のバッグの卸販売が減少したことにより利益が減少しまし

た。

 この結果、当第１四半期連結累計期間での売上高は327百万円（前年同期比16.6％減）となり、27百万円のセグメ

ント利益（前年同期比43.2％減）となりました。

 

（写真卸販売） 

 アルバム分野、学校写真分野を中心にプリント全般の卸売が好調に推移しましたが、商品の卸販売が減少したこと

により売上高が減少しました。また事業拡大のために費用が増加したことにより利益の減少となりました。

 この結果、当第１四半期連結累計期間での売上高は1,069百万円（前年同期比2.4％減）となり、119百万円のセグ

メント損失（前年同期は105百万円のセグメント損失）となりました。
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（医療用機器卸販売） 

 機器販売が好調に推移したことにより売上高が増加しました。

 この結果、当第１四半期連結累計期間での売上高は871百万円（前年同期比25.7％増）となり、27百万円のセグ

メント利益（前年同期は０百万円のセグメント損失）となりました。

 

（その他） 

 前年同時期に大きな増収要因となったＷｉｎｄｏｗｓ１０自動アップデートに関連したパソコンや修理などの売上

が今期は減少したことにより減収減益となりました。

 この結果、当第１四半期連結累計期間での売上高は138百万円（前年同期比10.8％減）となり、７百万円のセグメ

ント利益（前年同期比14.1％減）となりました。

 

(2）財政状態に関する説明

（資産）

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は67,611百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,692百万円減少しまし

た。これは主に繰延税金資産（流動資産）が269百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が2,037百万円、未収入

金が555百万円、リース資産（純額）が357百万円減少したこと等によるものであります。

 

（負債）

 当第１四半期連結会計期間末の負債は49,583百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,583百万円減少しました。

これは主に支払手形及び買掛金が732百万円、未払法人税等が493百万円、長期借入金（1年内返済予定を含む）が

1,881百万円減少したこと等によるものであります。

 

（純資産）

 当第１四半期連結会計期間末の純資産は18,028百万円となり、前連結会計年度末に比べ890百万円増加しました。

これは主に利益剰余金が1,298百万円減少したものの、資本金が1,051百万円、資本剰余金が1,051百万円増加したこ

と等によるものであります。この結果、自己資本比率は26.5％となりました（前連結会計年度末は24.2％）。

 

(3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成30年３月期の業績予想につきましては、平成29年５月15日公表の「平成29年３月期決算短信」に修正はございま

せん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 16,579 16,521 

受取手形及び売掛金 7,832 5,795 

商品 10,842 11,024 

原材料及び貯蔵品 695 688 

前払費用 631 739 

繰延税金資産 841 1,111 

未収入金 2,782 2,227 

その他 428 733 

貸倒引当金 △63 △62 

流動資産合計 40,571 38,778 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 14,108 14,120 

減価償却累計額 △10,009 △10,055 

建物及び構築物（純額） 4,098 4,064 

機械装置及び運搬具 1,262 1,293 

減価償却累計額 △1,131 △1,140 

機械装置及び運搬具（純額） 131 152 

工具、器具及び備品 7,984 8,009 

減価償却累計額 △5,827 △5,833 

工具、器具及び備品（純額） 2,157 2,175 

土地 5,486 5,486 

リース資産 6,470 6,380 

減価償却累計額 △2,874 △3,143 

リース資産（純額） 3,595 3,237 

建設仮勘定 175 0 

有形固定資産合計 15,644 15,116 

無形固定資産    

ソフトウエア 1,515 1,409 

その他 621 627 

無形固定資産合計 2,137 2,036 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,082 1,160 

長期貸付金 42 40 

長期前払費用 129 126 

繰延税金資産 1,859 1,826 

敷金及び保証金 8,060 7,747 

仕入先長期積立金 775 775 

その他 52 52 

貸倒引当金 △51 △50 

投資その他の資産合計 11,950 11,679 

固定資産合計 29,732 28,832 

資産合計 70,304 67,611 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 11,137 10,405 

短期借入金 300 300 

1年内返済予定の長期借入金 7,343 7,074 

未払法人税等 689 196 

未払消費税等 253 419 

未払費用 2,457 2,447 

賞与引当金 964 1,360 

役員賞与引当金 15 － 

店舗閉鎖損失引当金 142 98 

資産除去債務 83 45 

その他 3,461 2,917 

流動負債合計 26,848 25,265 

固定負債    

長期借入金 18,227 16,614 

退職給付に係る負債 4,412 4,433 

商品保証引当金 286 280 

資産除去債務 143 143 

その他 3,248 2,845 

固定負債合計 26,317 24,317 

負債合計 53,166 49,583 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,852 3,903 

資本剰余金 2,604 3,655 

利益剰余金 11,573 10,275 

自己株式 △12 △12 

株主資本合計 17,017 17,822 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 246 303 

退職給付に係る調整累計額 △232 △205 

その他の包括利益累計額合計 14 97 

非支配株主持分 106 108 

純資産合計 17,137 18,028 

負債純資産合計 70,304 67,611 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 32,076 29,877 

売上原価 20,795 19,124 

売上総利益 11,281 10,753 

販売費及び一般管理費 12,995 11,933 

営業損失（△） △1,714 △1,180 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 10 10 

受取手数料 16 15 

仕入割引 22 23 

その他 45 45 

営業外収益合計 95 95 

営業外費用    

支払利息 27 37 

支払手数料 7 10 

売上割引 1 1 

株式交付費 － 17 

その他 5 1 

営業外費用合計 42 68 

経常損失（△） △1,661 △1,153 

特別利益    

店舗閉鎖損失引当金戻入額 － 8 

特別利益合計 － 8 

特別損失    

固定資産除却損 8 8 

減損損失 25 21 

投資有価証券売却損 2 － 

店舗閉鎖損失引当金繰入額 － 4 

リース解約損 － 16 

特別損失合計 36 50 

税金等調整前四半期純損失（△） △1,697 △1,195 

法人税等 162 △78 

四半期純損失（△） △1,859 △1,117 

非支配株主に帰属する四半期純利益 2 1 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △1,862 △1,119 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純損失（△） △1,859 △1,117 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △118 57 

退職給付に係る調整額 26 26 

その他の包括利益合計 △91 83 

四半期包括利益 △1,951 △1,033 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,953 △1,035 

非支配株主に係る四半期包括利益 2 1 

 

- 7 -

㈱キタムラ(2719)　平成30年３月期　第１四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成29年６月１日付で、カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社から第三者割当増資の払込みを受

けました。この結果、当第１四半期連結累計期間において資本金及び資本準備金がそれぞれ1,051百万円増加し、当

第１四半期連結会計期間末において資本金が3,903百万円、資本準備金が3,471百万円となっております。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（厚生年金基金の解散について）

 当社が加入する「東京実業厚生年金基金」は、平成28年７月20日に開催された代議員会での解散決議に基づき解散

認可を申請し、厚生労働省より平成28年９月30日付で基金解散が認可されました。なお、基金の解散による負担額は

発生しない見込みであります。

 

（会計方針の変更）

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ｉ前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  店舗販売 レンタル 
服飾卸 
販売 

写真卸 
販売 

医療用機器

卸販売 
計 

売上高                    

外部顧客への

売上高 
28,539 1,200 392 1,096 693 31,921 155 32,076 － 32,076 

セグメント間

の内部売上高 
又は振替高 

－ － 11 89 － 100 － 100 △100 － 

計 28,539 1,200 403 1,185 693 32,021 155 32,177 △100 32,076 

セグメント利益又

は損失（△） 
△1,412 30 47 △105 △0 △1,440 8 △1,431 △229 △1,661 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、パソコン販売事業等を

含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△229百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△229百万

円、グループ会社間の未実現損益の調整による影響額０百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）

 当第１四半期連結累計期間において、固定資産にかかる重要な減損損失はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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Ⅱ当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  店舗販売 レンタル 
服飾卸 
販売 

写真卸 
販売 

医療用機器

卸販売 
計 

売上高                    

外部顧客への

売上高 
26,235 1,235 327 1,069 871 29,738 138 29,877 － 29,877 

セグメント間

の内部売上高 
又は振替高 

－ － 7 90 － 97 － 97 △97 － 

計 26,235 1,235 334 1,159 871 29,836 138 29,975 △97 29,877 

セグメント利益又

は損失（△） 
△668 △18 27 △119 27 △752 7 △745 △408 △1,153 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、パソコン販売事業等を

含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△408百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△408百万

円、グループ会社間の未実現損益の調整による影響額０百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）

 当第１四半期連結累計期間において、固定資産にかかる重要な減損損失はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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